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１．日本の学校教育に内在する問題

　今日の日本の学校教育において，学力低下やいじめ，不

登校，学級崩壊等の諸問題が顕在化し，社会問題として

も取り上げられる状況にある。そもそも学校教育は，学

力保障と社会性の醸成を主たる機能としている。しか

し，学力の格差が広がり，その原因に意欲格差の問題が

指摘されている（刈谷 2001，田中 2008 等）（1）（2）。また，

社会性の醸成の側面においても，子どもの規範の乱れ，

人間関係の構築不全に起因するいじめや学級崩壊，不登

校の問題等が指摘されている（河村 1999 等）（3）。これ

ら学力低下や生徒指導上の諸問題に対して，教育行政（教

育委員会等）や各学校は，それぞれの問題毎に対応策を

議論することが多い（各県市町村における「学力向上プ

ラン」の策定，いじめ対策推進室の設置・大津市市民部

2013 等）注 1）2）。つまり，生起する問題に対して，「学力

低下」に対しては「学力向上」のための対応策を，また，「い

じめ」に対しては「いじめ防止」のための対応策を，と

いう顕在化した問題（現象）を，解消することを目的に

してその解決策が立てられてきた傾向がとらえられる。

　しかし，生起するこれら学力低下の問題と生徒指導上

の諸問題は別々の問題であろうか。筆者が学校訪問等で

目にする生徒の姿から，「学習へのあきらめ」と「生徒

指導上の諸問題」は，生徒の内面においてつながってい

ることを強く感じる。今一度，子どもの学びや学校生活

の中で生起する諸問題（行動レベル）について，その行

動を引き起こしている内面的な原因を根拠（エビデン

ス）に基づいて省察し（内面レベル），その根源的な原

因に適合した打開策を生成し，対応することが求められ

ているととらえる。例えば，久我（2010）（4）は，問題を

抱えた子どもの変容を促す効果のある対応の在り方を，

省察概念を用いて分析している。その中で，問題（行動

レベル）に対して，①直接的に問題を解消しようとする

行動制御型の対応（行動レベル）と，②その問題の根源

的な原因を探索（内面レベル）し，その原因に適合した

対応とでは，子どもの行動の改善性が全く異なることを

見出している。

　また，学校運営においても，それぞれの個別の問題（学

力低下，いじめ，不登校等）に対して改善策（学力向上

プラン，いじめ防止教育計画，不登校未然防止計画等々）

を立てて対応しようとするあまりに，学校の中に様々な
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プランの乱立を促している。このことが組織の個別分

散的な取組を生み出し，結果として個業化傾向を強め

ていることもとらえられている（久我 2010）（5）。久我

（2011,2013）（6）（7）は，このような個業化傾向にある学校

に対して，組織的省察を通して組織化を促し，子どもの

変容を生み出すという一連の「教育改善プログラム」の

開発的研究を進めている。具体的には，①自校の子ども

が抱える教育課題を，組織的省察を通して焦点化し，②

その教育課題を解決するための取組を協働的に生成し，

③組織的な実践を通して子どもの変容を生み出してい

く，というものである。この展開方法を「教師の主体的

統合モデル」とし，これら一連の実践研究の中で，教師

の組織化と子どもの変容を一定程度具現化している。し

かし，このモデルは，自校の子どもが抱える教育課題か

ら打開策を生成する過程において，打開策の質（効果性）

については生成する教師の属人性に依拠するという側面

があり，結果として生成される打開策の質（効果性）の

担保の根拠がないという限界をはらんでいる。

　このような先行研究の成果と限界を踏まえ，本研究

は，子どもの学びや生活における意識と行動の構造を解

明し，その構造に適合した効果のある指導を組織的に展

開する教育改善プログラムの構築を目的とする。そのた

めに，本研究の課題として，①生徒の意識と行動の構造

を解明すること，②生徒の意識と行動の構造に適合した

教育改善プログラムを開発すること，そして，③生徒指

導困難な学校へそのプログラムを導入することによって

その効果性を検証すること，の３つを設定した。このプ

ログラムは，生起する諸問題への事後的な問題解消型の

対応から生起する問題への予防的な対応，さらには子ど

もの能力開発型の教育を生み出すことを目途としてい

る。なお，本研究は生徒指導上の諸問題がピークに達す

る中学生に焦点を当てて研究を進めることとした。

２　学習への意欲と規範意識を支える構成要素とその構

造の分析

（1）学習への意欲と規範意識を支える構成要素

　子どもの学習への意欲や生活における規範意識を支え

ている主要な要素は，どのようなものであろうか。梶田

（1988）（8）は，「その人の基本的態度や行動を支えるも

のであり，また，個人の行動や態度などに大きく影響を

与える」中核的な概念として「自尊心（self esteem）」を

明示している。そして，「自尊心（self esteem）とは，自

分自身を基本的に価値あるものとする内的な感覚であ

る」と定義している。水間（2002）（9）は，「自尊心はわ

れわれの意識的・無意識的な心理的支えとして不可欠な

もの」であり，「自己を価値あるものとして感じること

ができないことは不適応の状態にある者の特徴である」

ことをホーナイ（1945）（10）等の研究を引用して論じて

いる。

　また，池田（2000）（11）は，重なりの大きな概念である「自

尊感情」について，ローゼンバーグ（1979）（12）の作成

した自尊感情尺度を用いて調査を行い，自尊感情の 4 つ

の感覚（「包み込まれ感」「社交性感覚」「勤勉性感覚」「自

己受容性感覚」）を抽出し，その中の（身近な他者からの）

「包み込まれ感」が自尊感情の基盤をなしていることを

見出している。一方，桜井（2009）（13）は，学習意欲の

発現プロセスとして，内発的学習意欲の源を「有能感」「自

己決定感」｢ 他者受容感 ｣ の 3 つの要素を指摘している。

その中で「他者受容感」の特殊性について「これだけが

対人関係要素である」と指摘し，他者からの被受容感を

「内発的学習意欲のみなもと」の重要な要素として位置

づけている。このことを池田（2000）（14）の指摘と重ね

合わせると，身近な他者からの被受容感（包み込まれ感）

が，「自分を価値ある存在」としての認識を支え，さら

には内発的学習意欲を含めた「その人の基本的態度や行

動を支える」主要な要素であることがとらえられる。

　では，この「自分を価値ある存在」としてとらえる認

識や，身近な他者からの被受容感，さらには，他者への

信頼（保護者，教師，友達）等が，どのように学習にお

ける意欲を支え，生活における規範意識を支えているの

だろう。

　上述の知見に基づいて，生徒の学びや学校生活におけ

る意識と行動につながる主要な要素として，①「自分に

対する信頼」，②（身近な他者からの）「被受容感」，③「他

者への信頼」（「保護者信頼」，「教師信頼」，「友達信頼」），

④「学習意欲・理解」，⑤「生活規範」の 5 つを抽出し，

その構造的な関係性（因果関係）について分析する。自

尊感情を含めた「自分への信頼」と教師や友達，保護者

といった「他者への信頼」，さらにはそのことと生徒の

学習意欲や学校生活における規範意識とがどのような関

係にあるのか，という生徒の意識と行動の全体的な構造

を解明することを試みる。なお，「信頼」に関する概念

においては，山岸（1998）（15），水野（2003）（16）を参考

に整理し，質問項目を開発した（抜粋した質問項目を表

1 に示す）。

（2）調査手続き

①　調査対象者・調査時期

　調査は，X 県 Y 市 Z 区の公立中学校 15 校の生徒（1

～ 3 年生），5589 名を対象に，2010 年 9 月に学級ごとに

質問紙調査で実施された。有効回答数は 5241 名で，回

収率は 93.8％である。回答は 4 件法を用いた。なお，本

調査は，Y 市教育委員会，Z 区校長会の協力を得て，学

校アセスメントシステムの開発注 3）の一環として，公立

小学校 30 校の児童（4 ～ 6 年生）と調査対象の児童生

徒の保護者，並びに学級担任への調査とあわせて実施さ

れている。
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②分析手続き

　表 1 の質問項目を観測変数とし，①，③，④，⑤の要

素を潜在変数として，共分散構造分析ソフト IBM SPSS 

Amos Ver.19 を用いて共分散構造分析を実施した。

　図 1 のように，「学習意欲・理解」と「生活規範」を

支える主要な要素と要素間相互の構造的な因果関係が

一定程度，明らかになった（モデル適合度 CFI；0.972，

RMSEA；0.044）。

　結果，学びや生活における基底的で主要な要素として

「自分への信頼」が位置づけられ，この「自分への信頼」

を支える要素として，「保護者への信頼」(0.54 ＋ 0.42 ×

0.44)，並びに「被受容感」(0.44) からの有意なパスがと

表１　生徒の意識と行動にかかる調査項目

③共分散構造分析の結果

図１　生徒の意識と行動の構造（中学生）モデル図



－ 42 －

らえられた。また，さらに「自分への信頼」から「教師

への信頼」(0.64) と「友達への信頼」(0.76) への有意な

パスがとらえられた。これら基底要因をもとに，「学習

意欲・理解」を支える要素として「自分への信頼」(0.40

＋ 0.40 × 0.21) と「楽しい授業」(0.32)，「（人の話を）大

切に聞く」(0.21)からの有意なパスがとらえられた。また，

この「楽しい授業」を支える要素として，「教師への信頼」

(0.24) と「友達への信頼」(0.37) からの有意なパスがと

らえられ，「（人の話を）大切に聞く」を支える要素とし

て，「自分への信頼」(0.40) と「友達への信頼」(0.17) か

らの有意なパスがとらえられた。一方，「生活規範」を

支える要素として，「学習意欲・理解」(0.42) と「教師

への信頼」(0.21)，「（人の話を）大切に聞く」(0.35 ＋ 0.21

× 0.42) からの有意なパスがとらえられた。

３．生徒の意識と行動の構造に適合した教育改善プログ

ラムの開発

（1）自分のよさと向き合う場と時間の設定

　上記分析において，生徒自身が「わたし（ぼく）は，

一人の大切な人間である」という自己の肯定的な認識を

高め，「自分のよさを自覚化」することが学校生活への

適応の基底要因であることが見出された。今一度，全て

の生徒が自分自身と向き合い，自分のよさを認識し，自

分の夢を語れるようにするためのツールとして「学びの

ポートフォリオ」※４）を開発・設定する。学びのポートフォ

リオには，①自分のよさ，②よさを生かした目標，③目

標達成のための努力計画とその履歴，を記述し，自己の

よさと夢（目標），自己の努力を可視化できるようにす

る。また，「自分への信頼」を得にくい特別な配慮を必

要とする生徒を視点生徒と位置づけ，合理的配慮のもと

意図的に組織的な声かけ（ボイスシャワー）の取組を設

定する※５）（図 2，①②）。

 （2）「教師への信頼」を高める取組の設定

　「学習意欲・理解」と「生活規範」の意識の醸成にお

いて，直接的，間接的に「教師への信頼」の重要性がと

らえられた。信頼を高める仕組みとして，「学びのポー

トフォリオ」，「ボイスシャワー」等を媒介とした個別の

支援，勇気づけの取組を設定する（図 2，③）。

（3）「友達への信頼」を高める取組の設定

　「友達への信頼」は，「学習意欲・理解」や「生活規範」

に対して，「楽しい授業」や「（人の話を）大切に聞く」

ことを通して間接的に影響を与えていることがとらえら

れた。友達への信頼を高める仕組みとして，行事・活動

をより自治的に展開する取組を設定する。また，日常の

授業においても，学び合い，教え合いの場を意図的に設

定する。これらのことを通して，生徒相互の関わりを密

にし，相互の信頼の醸成を図る（図 2，④）。

（4）「楽しい授業」づくりの推進

　生徒が「好きな授業，楽しい授業がある」，と自覚化

することが「学習意欲・理解」と「生活規範」を支える

直接的，間接的な要因となっていることが見出された。

この「学習意欲・理解」と「生活規範」に影響を与える「楽

しい授業」づくりにおいて，生徒の学習意欲を引き出す

図２　生徒の意識と行動の構造に適合した取組の生成



－ 43 －

一工夫を設定する。また，個人・グループで学習を進め

る場を意図的に設定し，生徒の主体性を引き出し，全員

参加型の授業づくりを推進する（図 2，⑤）。

（5）規範意識の醸成

　「生活規範」，「学習意欲・理解」の両面に影響を与え

る効果のある指導として「（人の話を）大切に聞く」こ

とが抽出された。学習規律，生活規範を醸成する主要な

取組として，「人のことを大切にして聞く」ことの指導

を設定する（図 2，⑥）。

４．教育改善プログラムの実践研究校への導入と展開

（1）実践研究校の設定と実践研究の方法

①　実践研究校の概要と設定の経緯

　教育改善プログラムを導入し，実践研究を進めるＡ中

学校は，生徒数 345 人の中規模校である。Ａ中学校は，

生徒指導上の問題解決に取り組むとともに学力向上を目

指していた。しかし，授業エスケープや器物破損等，学

習意欲の低下や生活規範の乱れ等の問題が頻発してい

た。2011 年 11 月に研究者に改善のためのオファーがあ

り，第 1 回学校訪問を行った。校長は，「改善の糸口が

見出せない」と行き詰まり感をもっていた。また，生徒

の荒れに対して，教師も十分に踏み込んだ指導ができて

いないことにも課題意識を感じていた（2012.11 第 1 回

訪問時，校長へのヒアリングより）。このような状況に

あるＡ中学校に，研究者から上記教育改善プログラムの

原則を踏まえた「Ａ中大好きプロジェクト」を提案した。

そして，Ａ中学校の管理職並びに教職員の積極的な同意

を得て，導入するに至った（2012 年 4 月から導入）。

②　本研究における実践研究（アクション・リサーチ）

の枠組みと研究者のかかわり

　アクション・リサーチにおける研究の実践側への貢献

モードとして，佐古（2005） (17) は，次の 2 つに分類し

ている（表 2）。第 1 は，実践側（学校側）が直面して

いる課題解決に対して直接的に支援する「解提供型」ア

プローチである。第 2 は，実践側（学校側）の問題解決

過程（問題の同定も含む場合もある）において，実践者

側が，自ら問題解決していくプロセスを支援する「解決

過程支援型」アプローチである。

　さらに，解決過程支援型のアプローチには，①研究者

側の改善志向性が明確で，組織開発プロセス（組織行動

論上の枠組み）が仮説的に設定されているもの（理論型

組織開発）と，②実践者側が抱える問題について，実践

者サイドに立って概念化を促し，改善の方向性，必要な

組織開発を臨床的に産出していくもの（臨床型組織開

発）に区分されるとしている。

　本研究においては，Ａ中学校の課題を踏まえて「教育

改善プログラム」（Ａ中大好きプロジェクト）を学校組

織に導入し，さらに課題解決過程において支援するとい

うアクション・リサーチの枠組みを設定している。これ

は，佐古の整理によると，「解提供型アプローチ」に位

置づけられる。

（2）実践研究の経過の概要

　開発した教育改善プログラム（以下，「本プログラム」

とする）を以下の経過を経て導入し，展開した。

①　2011 年 11 月 7 日，第 1 回学校訪問を行い，校長に

よる学校の概要説明を受けるとともに全ての学級の授業

参観を行った。生徒の学びや生活における行動上の特徴

（授業中の私語やエスケープ，生活上の荒れ等）と教職

員の対応等の学校の実態の全体的な把握を行った。

②　2011 年 12 月 16 日，①の訪問による実態とそこに

内在する課題を踏まえて，Ａ中学校に適合した本プログ

ラムとして「Ａ中大好きプロジェクト」を策定し，管理

職に提案した。管理職からの賛同と要望を得て，Ａ中学

校への導入の手続きについて打ち合わせをした。あわせ

て，研究者の観察等による実態把握に加えて，客観的な

実態把握のための学校アセスメントとして，教師，生

徒，保護者を対象としたアンケートを実施することを提

案し，12 月末に実施した（Z 区 15 中学校のデータと比

較分析）。

③　2012 年 2 月 13 日，①の研究者の実態把握と学校ア

セスメントデータからとらえられたＡ中学校の特徴（課

題）を提示し，全教職員で共有するとともにその課題に

適合した「Ａ中大好きプロジェクト」を提案した。教職

員からの質問や意見を集約しながら，本プロムグラムを

組織的に実施することの同意を全教職員から得た。

④　2012 年 3 月 9 日，本プログラムが生徒のエネルギー

を活用して展開することから，生徒会役員の生徒達と次

年度の年間活動計画づくりに向けた打ち合わせを行っ

た。その際に生徒の目から見たＡ中学校の課題を探るた

めに，Ａ中学校のよさと問題点についてワークショップ

を行った。

⑤　2012 年 4 月 9 日，新年度を迎え，新組織に対して「Ａ

中大好きプロジェクト」の理念，内容，取組方法等につ

いて研究者から提示し共有した。Ａ中学校では，各プロ

ジェクトにスタッフが配置され，自律的な運営がなされ

ていった。

⑥　2012 年 4 月 10 日，1 年生と２，３年生の初顔合わせ

表２　アクション・リサーチにおける研究の貢献モード
（佐古（2005）を参考に作成）
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の会である「対面式」が行われ，あわせて「Ａ中大好き

プロジェクト」について，研究者から全校生徒へ紹介した。

⑦　2012 年 6 月，中間評価を行い，前年末の学校アセ

スメントデータとの比較からそれぞれの変容を検証した。

（3）本プログラム（「Ａ中大好きプロジェクト」）の構造

と具体的取組の内容

①　Ａ中学校の問題の概要

　第 1 回訪問における校内モニタリングで，授業中の私

語や机に伏せた状態の生徒，さらに授業エスケープ等，

学びと十分に向き合えていない状況が読み取れた。しか

し，複数の異装の生徒や授業中，机に伏せている生徒（学

びから最も遠い存在）に話しかけ，質問してみると（①

学びに対する認識と，②教師に対する認識，に関する問

いかけ），学びに対して全くあきらめているわけではな

く，「いい点が取りたい」「俺もやればできる」という言

葉が返ってきた。また，教師との関係も「先生は優しい」

という返答があり，生徒と教師の関係性が壊れている（対

立関係にある）わけではないことも確認できた。一方，

生活面においては，エスケープした生徒たちのたまり場

となっているところにお菓子の紙くずが散乱し，その近

くのトイレの窓ガラスは，毎週のように割られたため，

入れ直すことを止めたということであった。学びと十分

に向き合えていない状況と生活における規範の乱れとい

うＡ中学校の特徴がとらえられた。

②　Ａ中学校の課題の整理

　学校教育の主たる機能として，学力保障と社会性の醸

成の両側面がある。これは，生徒の側からとらえると「自

分を伸ばすための学び」（「Ｉ」の伸長）と「人のことを

大切にした生活」（「Ｗｅ」の世界の拡張）ととらえるこ

とができる。以下，この 2 つの枠組みで課題を整理した。

1）    学びにおける課題

　何のために学ぶのか，という学びの意味や価値を見失

い，十分に自分の中に内在する能力を磨き切れていない

状況がとらえられた。また，「いい点がとりたい」「やれ

ばできる」という生徒の返答から，学びへの意識があり

ながらその方法（「学び方」）を知らないために授業から

逸脱してしまっている状況がとらえられた。学びの意味

や価値だけでなく，学び方も含めた指導の必要性が抽出

された。

　12 月に実施したアセスメントアンケート結果からも，

「授業理解」がＺ区と比較して，肯定意見が 9.3 ポイン

ト低いことが確認された（図 3）。

2）    生活，行事における課題

　日々の生活における規範について，学校として「チャ

イム着席」に取り組む一方，「十分に規範意識が醸成さ

れていない」（校長談話）状況がとらえられた。3 月の

生徒会役員の生徒達とのワークショップでも，Ａ中学校

の生徒について「物を壊す」，「暴言を吐く」，「人が傷つ

くことを平気で言う」という意見が出された。全ての生

徒が問題を抱えているわけではないが，ある一定の割合

の生徒が学校としての規範を乱している状況がとらえら

れた。学校アセスメントからも「宿題の提出」割合にお

いて，Ｚ区と比較して否定層が，8.2 ポイント高く，特

に強い否定層が全体の 10％を超える状況が確認された

（図 4）。

　また，生徒にとって自分たちのエネルギーを発揮でき

る場としての行事や活動において，十分に楽しんで取り

組めていない状況がとらえられた。Ｚ区と比較して，強

い肯定層で 13.4 ポイント低く，否定層が 9.4 ポイント高

くなっていた（図 5）。

3）    生徒が抱える課題の構造的整理

　学びへのあきらめや生活の乱れ，活動・行事への意欲

の減退等の問題に通底する課題として，生徒の自己肯定

感の低さがとらえられた。学校アセスメントアンケート

の結果からは，自分自身を「一人の大切な人間である」

ととらえる強い肯定層が，25.3％とＺ区と比較して約 10

ポイント低い実態が確認された（図 6）。

　図 1 の生徒の意識と行動の構造の枠組みにしたがって

読み解くと，「わたしは一人の大切な人間」として認識

が十分にできず，「自分への信頼」（期待）が低い状態に

あること。また，そのことによって，「他者への信頼」

も低く，人のことも大切にできない状態にあり，自分自

身のエネルギーの出し方を見失っている状態にあること

が推察された。つまり，「自分への信頼」が十分に醸成

されていない状況が，学びや生活における行動の乱れを

生み出しているととらえられた。このような実態の生徒図３　授業理解（生徒データ）

図４　宿題の提出（生徒データ）

図５　学校行事，活動への取り組み（生徒データ）
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達に，今一度自分自身のよさの自覚化を促し，自分の中

に内在する能力や優しさをプラスに発揮できるように導

くことの必要性と重要性がとらえられた。

③　Ａ中学校の実態を踏まえた教育改善プログラムの開発

1）　自己肯定感が特に低い生徒（視点生徒）へのボイス

シャワー

　「わたしは一人の大切な人間である」という問いに対

する否定層が 28.4％存在した。自分に対する信頼が低く，

学びや生活において否定的な行動をとりがちな生徒を抽

出し，「視点生徒」として設定することとした。視点生

徒へは，「自分への信頼」を高めるための合理的配慮に

基づいた特別な支援を行うこととした。彼（彼女）らは，

これまでの家庭での生育歴や学校での教育歴の中で，身

近な他者から認められることが少なく，叱責の蓄積等か

ら疎外感が高まってきていることが推察された。このこ

とを踏まえて，視点生徒へのポジティブフォーカスによ

る「よさの承認」を意図的に行い自己への信頼を高める

支援をすること，さらには，「名前を付けたあいさつ」等，

日常的な声かけによる包み込まれ感の充足等を図り，「自

己肯定感の醸成」を組織で取り組むこととした。

　この取組は，「ボイスシャワー」として位置づけ，視

点生徒への組織的な勇気づけシステムとして展開するこ

ととした（図 7）。

2）   全ての生徒の自分のよさの自覚化と自分の将来への

期待を高める「学びのポートフォリオ」の設定

　視点生徒に限らず，多くの生徒が「自分のよさ」を

十分に認識できていない状態にあり（「わたしには，得

意なものやよい面があると感じている」の強い肯定は，

20.6％にとどまり，否定層は約 3 分の 1 存在した），自

分自身への将来への期待も低い状態にあることがとらえ

られた。図 1 の枠組みから分析すると，自分に対する信

頼・期待を醸成することが，学びへの意欲や生活の安定

を支える基盤となることから，意図的に自分のよさの自

覚化を促し，自分自身の将来への期待を高める取組が必

要不可欠であることがとらえられた。そこで，①自己の

よさの自覚化を促し，②自分のよさを生かした目標（夢）

を設定し，③その目標（夢）実現に向けての学習の努力

計画を立てる，「学びのポートフォリオ」を導入するこ

ととし，全校生徒が自分自身と向き合う場と時間を設定

することとした（図 8）。

3）    「人のことを大切にして聞く」ことの指導を通した

学習規律，生活規範の構築

　Ａ中学校の重要な教育課題の一つとして，学習規律，

生活規範の構築が挙げられた。授業中の私語や生活の乱

れ等のために落ち着いて学ぶ環境が十分に整えられてい

ない実態があった。学習規律と生活規範を整え，学ぶ環

境を整えることが学力向上や生活の安定の必須条件とし

てとらえられた。

　図 1 の生徒の意識と行動の構造の枠組みでとらえる

と，「（人の話を）大切に聞く」ことが学習意欲・理解と

生活規範の両方に影響していることがとらえられた。多

様な規律・規範の中で，「人のことを大切にして聞く」

ことを全校生徒，全教職員で共有し，徹底することを学

習規律と生活規範づくりの起点の取組として設定するこ

ととした。この「人のことを大切にして聞く」ことを徹

底することが，学習規律・生活規範づくり（行動レベル）

に寄与するとともに，結果として「学びの内実」と「社

会性の醸成」につながることを全教職員で共有し，組織

としてその徹底に取り組むこととした（図 9）。

 

図６　自分への信頼（生徒データ）

図７　視点生徒に対する組織的なボイスシャワー

図８　学びのポートフォリオ
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4）   生徒のアイディアを生かした行事や自治的取組の設定

　生徒間の信頼関係の醸成と生徒の自律的，自治的な生

活改善を生み出すために，生徒のアイディアを生かし

た行事や生活改善のための取組を設定することとした。

2012 年 3 月に生徒会役員の生徒（11 名）とＡ中学校を

改善するためのアイディアを出し合うワークショップを

行う等，生徒のアイディアとエネルギーを学校改善に活

用できるように準備を進めた。

④　生徒と共有する教育改善プログラム（「Ａ中大好き

プロジェクト」）の構成

　Ａ中学校の実態を踏まえた本プログラムを，「Ａ中大

好きプロジェクト」として生徒と共有し，展開すること

を構想した（図 10）。

　具体的には本プログラムを，①自分と向き合う場と時

間を教育課程の中に設定し，自分のよさの認知と将来の

目標（夢）の明確化を促す取組（夢実現プロジェクト；

「Ｉ」の伸長），②生徒のアイディアを生かした活動づ

くり（イベント実行プロジェクト；「Ｗｅ」の拡張），③

社会に通用するマナーを身につける生活づくり（優しさ

いっぱいプロジェクト；「Ｗｅ」の拡張），④夢実現のた

めの学びづくり（将来に生きる学びプロジェクト；「Ｉ」の

伸長），という 4 つのプロジェクトで構成した。

（4）「Ａ中大好きプロジェクト」の組織的実践の展開過程

　4 つのプロジェクトで構成したＡ中大好きプロジェク

トを以下の手順で学校組織に導入し，展開した。

①　生徒とのＡ中大好きプロジェクトの理念の共有

　4 月 10 日，年度当初の全校集会の場で，生徒へ「Ａ

中大好きプロジェクト」について，研究者から説明する

とともに，「幸せとは，自分自身の努力を通した自己成

長（「Ｉ」の伸長）と人のことを大切にして生活をする

優しさの広がり（「Ｗｅ」の拡張）が実感できたとき」

とし，「日本一幸せが多い学校にしよう」を合言葉にし

て取組をスタートさせた（図 11）。

②     「人のことを大切にして聞く」ことの共有と徹底

　年度当初のホームルーム（学級会活動）で，全クラス

において，学びと生活の基本ルール（「人のことを大切

にして聞く」こと）が説明され，全校生徒，全教職員の

共通徹底事項として共有され，日常の中で徹底された（図

9）。

③　生徒のアイディアを活かした生徒主体の自治的な取組

1）    生徒主体の規範づくり

　4 月の学習規律，生活規範の徹底として「人のことを

大切にして聞く」ことが共有され，徹底されたが，生徒

会を中心として，「生活における時間管理」を徹底する

取組として「チャイム着席」と「授業準備」の呼びかけ

がなされた。具体的には，「ぴったりスタート（チャイ

ム着席）」と「ばっちりスタート（授業準備）」について，

クラス対抗のコンテスト形式での徹底が図られ，生徒主

体で自治的な取組がなされ，学習規律，生活規範の醸成

が促された。

2）    生徒主体の仲間づくり

　5 月には，1 年生が初めて体験する「中間テスト」に

向けて，生徒同士の学び合い，教え合いの取組が生徒会

の主催で設定された。具体的には，テストに向けた班対

抗の教え合い，学び合いによる基礎学力定着コンテスト

が計画され，実施された。この取組の効果として，①こ

れまで，十分にテスト勉強ができていなかった生徒の中

にも学習へ向かう姿勢づくりができはじめ（2 年生自己

図９　「人のことを大切にして聞く」ことの共有と徹底

図 11　目標（「Ｉ」の伸長と「Ｗｅ」の拡張）の共有

図 10　Ａ中大好きプロジェクト
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評価の記述より），基礎学力の定着に結びついたことと，

②  「教え合い」「学び合い」の中で仲間づくりが促進さ

れたこと，がとらえられた。

④　学びのポートフォリオの取組

　学びのポートフォリオの作成において，以下の 3 つの

問いを投げかけ，自己との対話を促した。この 3 つの問

い（①「自分のよさは？」，②「自分のよさを生かした

将来の夢は？」，③「夢実現のための努力は？」）の中で，

自分のよさを問う 1 つ目の問いに対して，記述できない

生徒が多く存在する実態が浮かび上がってきた。そこで

「自分のよさ確認シート」という補助資料を設定し，家

族や友達にも「自分のよさ」を問い，自分のよさを多面

的にとらえる仕組みを導入した。

⑤　授業づくり

　生徒の「聞く姿勢」が定着し，落ち着いた環境で学習

が進められるようになったところで，授業の質を高める

取組（授業研修会）が 6 月に実施された。生徒の学習意

欲を引き出す授業づくりをテーマに，学習課題等，学習

内容に関する工夫やグループ学習の設定等，指導方法に

関する工夫等がなされた。

⑥　Ａ中大好きプロジェクトのストーリー性のある展開

　Ａ中学校には，（3）①，②で整理したとおり，自己肯

定感の醸成という内面レベルの課題と学習規律，生活規

範づくりという行動レベルの課題が複合的に内在してい

ることがとらえられた。また，これら複合的な課題解決

のためには，教職員の指導エネルギーを収れんできるよ

うに展開する必要があった。そこで，（4）①～⑤の取組

を，以下のように順序立てて展開した。まず，①「人の

ことを大切にして聞く」ことの共有と徹底による学習規

律，生活規範づくりを進め（主に 4 月），一定程度安定

した規範の上に，②生徒のアイディアを生かした活動を

通した「仲間づくり」へと移行させた（主に 5 月）。規

範の安定の上に仲間づくりが進められ，聞き合う授業が

成立するようになったところで，③生徒の学習意欲を引

き出す「授業づくり」へとつなげていった（主に 6 月）。

　また，自分のよさの自覚化を促す「学びのポートフォ

リオ」と自己肯定感を醸成する「ボイスシャワー」は，

4 月当初より継続的に取組を進めた。

　生徒の内面レベルと行動レベルの両面からストーリー

性をもって組織的に各プロジェクトの取組を展開した

（図 12）。

５．結果と考察

（1）「聞くこと」の指導の徹底と学習規律，生活規範の

安定

①　 「人のことを大切にして聞く」ことの生徒との共有

と徹底

　学習規律，生活規範の乱れが問題視されていたＡ中学

校であるが，「人のことを大切にして聞く」ことを生徒

と共有し，指導の徹底を図った。この取組は，短期間で

生徒の変容が確認され，私語がなく静かに進行する全校

集会等でその成果が顕著に表れた。その変容は，中間評

価（6 月）データからもとらえられた（図 13 上）。生徒デー

タの強い肯定層が 4.7 ポイント増加し，強い否定層が

5.4％から 1.6％へ低下していることが確認された。一方，

教師の「聞くことの指導の徹底」への回答も肯定意見が

100％となり，強い肯定意見の高まりとともに組織的な徹

底が進められてきたことがとらえられた（図 13 下）。

②    「人のことを大切にして聞く」ことの徹底と「生活

規範」の高まり

　図 1 の「生徒の意識と行動の構造図」において，「人

を大切にして聞くこと」が「生活規範」を支える主要な

要素の一つとなっている。「人のことを大切にして聞く」

ことの徹底は，「人の話が始まったら私語を止めて，人

の話を聞く習慣」となり，他者意識を働かせて生活する

トレーニングとなっていることが推察される。このこと

が，集団で生活しているという「Ｗｅ」感覚を広げるこ

とにつながり，朝の自習等における生活規範の高まり（図

14）として表れていることが推察された。6 月の中間評

価における生徒の自由記述の中で，Ａ中学校の変化につ

いて，「集会が静かになった」「授業中私語がなくなった」

「あいさつがふえた」「掃除がちゃんとできだした」「ごみ

図 12　教育改善プログラムの組織的展開手順

図 13　「聞くこと」の生徒の意識と教師の指導の変容
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が落ちていなくなった」等の記述がなされ，生活規範の

高まりを生徒自身が実感していることがとらえられた。

（2）「自分への信頼」を高める取組とその効果

①　視点生徒への意図的指導と被受容感の醸成

　図 1 の「生徒の意識と行動の構造図」から，全ての意

識と行動の基盤が「自分への信頼」であることがとらえ

られた。特に問題行動を起こしやすい生徒や集団になじ

みにくい生徒等（視点生徒）は，内面に「自分への信

頼」を得にくいという課題を抱えていることがとらえら

れた。これらの生徒の「負」の意識と行動が，学級集団，

学校集団へ「負」の影響を与え，学級・学校の学習規律

や生活規範の乱れの起点となっていることが推察され

た。この視点生徒の「自分への信頼」をターゲットとし

た意図的な「勇気づけ」を組織的に展開し，生活規範の

安定の下支えをすることをねらいとした。問題を起こし

やすい生徒，集団になじみにくい生徒等（視点生徒）へ

の組織的な声かけ（ボイスシャワー）を行い，ポジティ

ブフォーカスでよさを認めることを組織的に展開した結

果，被受容感に関する質問への回答において，強い否定

層が 0％となった（図 15）。

　また，教師の教育の営みの中で「問題を抱える子等，

特別な配慮が必要な子にも活躍・活動の場を意図的に設

定している」という問いに対する肯定意見が 90% に達

している（図 16）。視点生徒への日常的な配慮がなされ

ていることが，生徒，教師双方のデータから確認された。

②     「自分への信頼」の醸成

　全ての生徒を対象にした「学びのポートフォリオ」，

「自分のよさの確認シート」の取組は，「自己のよさの自

覚化」を促し，自分自身を「一人の大切な存在」として

認知することを促したと推察された。これまで，家庭や

小学校での教育においても，自分と向き合う経験が少な

かったと思われる生徒達にとっては，「自分のよさ」を

書き出すこと自体に行き詰まりを見せた。しかし，友達

や家族に「自分のよさ」を問うこと等を通して，あらた

めて「自分のよさの自覚化」を進める姿がとらえられた。

　一方，教師からも生徒のよさの自覚化を促すことを目

的として，積極的に生徒のよさを見つけて，フィードバッ

クする等の取組を進めた（図 17）。

　さらに，個々の生徒の学びのポートフォリオを媒介に

した面談を随時実施し，個々の生徒の頑張りへの勇気づ

けや困っていること等への傾聴と支援を蓄積してきた

（図 18）。

　これら日常の営みを通して，生徒の意識と行動の基盤

となる「自分への信頼」が，一定程度醸成されたと推察

される。結果，「わたしは，一人の大切な人間である」

の問いに対する強い肯定層が 25.3％から 9.1 ポイント増

加したことが確認された（図 19）。

図 14　朝の自習への取組（生活規範）の変容（生徒データ）

図 17　生徒の良情報のフィードバック（教師データ）

図 15　被受容感の変容（生徒データ）

図 18　個人面談での勇気づけ

図 16　視点生徒への意図的な関わり（教師データ）

図 19　自分への信頼の変容（生徒データ）
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③　教師への信頼

　生徒データから，生徒の教師への信頼意識の高まりが

確認された（教師の確かな導きに関する問いにおいて，

肯定意見が 9.5 ポイント増加（図 20））。

　生徒の教師への信頼の高まりの背景には，図１の「生

徒の意識と行動の構造図」からすると，「自分への信頼」

の高まりがベースとなっていることが推察される。ま

た，直接的な要因として，学びのポートフォリオを通し

た面談や日常生活における教師からの意図的な勇気づけ

の関わりが有効に機能していることが推察される。さら

に，普段の生活において，生徒とのコミュニケーション

を大切にしようとする教師の営みも影響していることが

推察される（図 21）。

④　生徒相互の関係と規範の変容

　生徒アンケートにおける「（自治的に）ルールを守る

ことができる」という問いに対する肯定的な回答が，8.6

ポイント増加した（図 22）。

　また，自治的に「問題解決することができる」という

という問いに対する肯定的な回答も 9.9 ポイント増加し

た（図 23）。この背景には，5 月から重点的に取り組ん

だ「教え合い，学び合い」の活動を通した生徒相互の関

係性の構築の取組が影響していると推察される。生徒相

互の関係性が，生活における問題発生時においても有効

に機能し，自治的な問題解決の機会を増加させ，自律的

な規範の醸成をもたらしたと推察される。

⑤　学習意欲の変容傾向

　授業に対する意欲について肯定的な回答が 7.0 ポイン

ト増加していることが確認された（図 24）。本プログラ

ムは，「人のことを大切にして聞く」ことを通した規範

づくりと「自分に対する信頼」を高めるためのボイスシャ

ワーや学びのポートフォリオ等の取組を組み合わせて，

最終的に学びの内実（学力保障）と生活の安定（社会性

の醸成）を実現していこうとする取組である。したがっ

て，生徒の意識と行動の構造に適合した取組を総体的に

組み合わせて取り組むため，一定程度の取組の継続が必

要なプログラムである。本研究において実践後，2 ヶ月

半で生徒の学習意欲の変容の兆し（傾向）がとらえられ

た（図 24）。

６．本実践研究の総括

（1）本プログラムの機能と想定した生徒の変容メカニズ

ムの整合性

　本プログラムは，生徒の意識と行動の構造に適合した

「効果のある指導」を仮説的に生成し，生徒の変容を生

み出すことをねらいとした。その取組は，①生徒の内面

レベルへのアプローチ（「自分への信頼」の醸成等）と，

②生徒の行動レベルへのアプローチ（「人のことを大切

にして聞く」ことの共有と徹底による規範づくり）の両

面を基軸としている。

　特にＡ中学校の実態から，学びのポートフォリオ，ボ

イスシャワー等を通して生徒への勇気づけを行い，「自

分への信頼」を醸成することに重点を置いて取り組ん

だ。また，規範の乱れを特徴とする実態から規範づくり

にも重点を置いた。生活規範においては，図 1 の通り，「自

分への信頼」が高まっても直接的には生活規範へのパス

がつながっていないことから，規範づくりにおいては，

行動レベルの直接的な指導の必要性が読み取れた。直接

的な指導として，学習意欲・理解と生活規範の両面に影

響をもつ「人のことを大切にして聞く」ことを一点突破

の取組とした。ルールを明示し，生徒と共有することに

よって，行動の習慣化を促し，生活規範を醸成すること

をねらいとした。

図 20　「教師への信頼」の変容（生徒データ）

図 24　授業に対する意欲の変容（生徒データ）

図 21　生徒とのコミュニケーションの変容（教師データ）

図 22　クラスの規範意識の変容（生徒データ）

図 23　自治的な問題解決の変容（生徒データ）
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　また，生徒会の提案による規範づくりと学習への自治

的な取組も組み込み，生徒自身のエネルギーを活用して，

生徒の意識と行動の変容を促進することを構想した。

　結果，「人のことを大切にして聞く」ことを通した規

範づくりの取組によって生活の安定が促され（行動レベ

ル），また，視点生徒への「ボイスシャワー」，全ての生

徒への「学びのポートフォリオ」の取組等も直接的な効

果を検証することは困難であるが，想定した生徒の「自

分への信頼」の変容（内面レベル）を確認することがで

きた。

　これらのことから生徒指導上，困難な状態に陥ってい

る学校において，「生徒の意識と行動の構造」に適合し

た組織的な指導を展開することによって，生徒の学びと

生活における変容のメカニズムを駆動される可能性が一

定程度，確認されたととらえる。

（2）教師の生徒への「まなざし」の変容の可能性

　本プログラムの導入から比較的短期間に生徒の意識と

行動の良循環の変容の傾向をとらえることができた。こ

の良循環を促進する要因として，教師の生徒のとらえ方

（基本的な見方）の変容が確認された（図 25）。具体的

には，生徒の「成長への期待」と「教育的な愛情」の高

まりである。これは，普段の教師の生徒への「まなざし」

の変容と言える。教師の生徒への期待と愛情を伴ったま

なざしが，生徒の被受容感や自分への信頼を高めること

に重要な影響を与えていることが推察される。この教師

の変容を生み出した要因として，ボイスシャワーや学び

のポートフォリオ等，生徒の良情報を意図的に収集する

取組の影響が推察される。これらの取組を通して個々の

生徒の頑張りや優しさ等を認知することが，教師自身の

生徒認知の在り方自体に変容をもたらした可能性がある

と考えられる。

　また，「人のことを大切にして聞く」ことの共有と徹

底によって，短期間での生徒の変容を確認できたこと

も，さらなる生徒の成長への期待を高めた要因と推察さ

れる。つまり，本プログラムの導入を通して，教師の指

導の質的な変容と生徒の意識と行動の変容が相乗的に作

用し合い，良循環を生み出した可能性があるということ

である。

（3）本研究の限界と今後の課題

　本プログラムは生徒の意識と行動の構造を解明し，そ

の構造に適合した効果のある指導を機能的に組み合わせ

て生徒の変容を生み出そうとするものである。その点に

おいて一定程度の成果が確認されたといえる。一方，本

研究の限界と課題として，①解明しようとした生徒の意

識と行動の構造は，研究者が見ようとした質問紙の範囲

のなかのものであること，②図 1 で示したモデル図より

も，モデル適合度の高いモデルが構成される可能性があ

ること，③仮説的に設定した取組よりさらに「効果のあ

る指導」が生成される可能性があること，等をはらんで

いる。その意味から本プログラムは，教育改善を実現す

るための一モデルとして位置づけるべきと考える。

　一方，Ａ中学校の実践研究から生徒の意識と行動の変

容のメカニズムの一端がとらえられてきた。生徒指導困

難な状況から生活規範を立て直し，生徒の学びの内実と

社会性の醸成を実現していく「教育再生のシナリオ」の

明示の可能性である。本実践研究から教育再生のために

は，①「自分への信頼」の醸成と，②「生活規範づくり」

の取組を同時に展開し，内面と行動の安定を両面から支

援することの必要性と有効性がとらえられた。その際，

③生徒の自治的な取組を組み込み，生徒のエネルギーを

活用することの有効性も確認された。Ａ中学校では，日

常の学習環境が整い生活の安定が担保されたところで，

④授業改善（「授業づくりの一工夫」）へと進め，学力向

上への取り組みへと教育の重点を移行させて行った。生

徒の意識と行動の変容のメカニズムを解明することが，

取組のターゲットと順序性を明示することにつながると

とらえる。このプロセスを明らかにすることによって，

実態の異なる学校においても，重点化すべき取組を明示

する可能性が高まると考える。さらに様々な実態の学校

へ本プログラムを導入し，生徒の意識と行動の変容のメ

カニズムを解明することが，今後の課題ととらえる。
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－注－

1) 学力低下論を受けて，各県市町村並びに各学校にお

いて，『ちばっ子「学力向上」総合プラン』（千葉県教

育委員会）等，様々な「学力向上プラン」が策定され

ている。

図 25　生徒への期待と愛情の変容（教師データ）
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2) 大津市は，2013 年「いじめ防止条例」に基づき，大

津市市民部に「いじめ対策推進室」を設置した。いじ

めに関する相談への対応，県警との連絡調整，いじめ

防止行動計画の策定等を担うこととしている。

3) 久我他は，「平成 22 年度日本教育大学協会研究助成」

を受けた研究の中で，学校アセスメントシステムの開

発を進めた。

4) 「学びのポートフォリオ」は，生徒の目的意識醸成シ

ステムとして久我研究室で開発したもので，高等学校

に導入し，その効果が一定程度検証されている。

5) 視点児童・生徒への「合理的配慮に基づく組織的な

勇気づけ」は，久我研究室で開発し，実際に小学校で

導入しその効果が一定程度検証されている。今回，こ

の組織的な取組を「ボイスシャワー」として位置づけ

た。
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